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留学先　ロンドン大学（ロンドンスクールオブエコノミックス）

研究テーマ　進化心理学の社会学的応用

【はじめに】

平成13年6月より、平成14年3月末まで、鹿児島県育英財団さんのご援助で、ロンドン・スクール・オブ・エコノミックス（以下、LSE）（ロンドン大学の一カレッジ）に、研修させていただきました。研究テーマは、「進化心理学の社会学的応用」でした。財団のみなさま、県民のみなさま、本当にありがとうございました。今回の研修では、わたしなりにかなり多くのものをうることができました。これも、ご援助くださったみなさまのおかげだとおもいます。これからできるだけわたしくの得たものを県民のみなさんにお返ししていきたいと思います。ここでは、私の研修の概略をまず時間にそくしてのべます。そして、県民のみなさんへの還元の一環として、過日鹿児島大学でおこなった公開セミナーについてふれます。

【ロンドンスクールオブエコノミックス】
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今回私が研修させていただいたのは、ロンドンスクールオブエコノミックス（LSE）で、いわゆるロンドン大学の一カレッジです。が、実際に行ってみると、「ロンドン大学」とは「名ばかり」で、複数の大学（カレッジ）の名目上の連合体のようでした。今後ロンドンに留学される方は、ロンドン大学でも、「どのカレッジ」かを十分留意・調査されてから、実績・スタッフ・評判を勘案して、いくべきカレッジを選択なさったほうがいいとおもいます。ロンドン大学のなかでも、カレッジ間での、「上下」意識はかなりおおきなものがあります。ちなみに、わたしの行ったLSEは、ノーベル経済学賞受賞者を輩出している社会科学の名門校で、非常に強い内実とプライドが、かんじられました。

【ＬＳＥ？、進化心理学？、メディア社会学？】

今回の私の留学は、スクール・オブ・エコミックス、すなわち「経済学校」に、「進化・心理学」の勉強をしに、私、メディア社会学者が、いった。というわけで、どうやって、「この、三題ばなしが、つながるのか？」ご不審のかたもいるでしょう。それには、わたしのホストとして、うけいれてくださった、バドコック博士についてふれなければなりません。

【ホスト、バドコック博士】

クリストファー・バドコック博士のところにおせわになりました。博士は、社会学者でありながら、進化心理学をはじめとする現代進化論に非常に造詣が深く、『進化心理学・批判的イントロダクション』等の本をすでに出版なさっています。（現在、進化論的認識の社会科学的応用についての単著をご準備中です）。 このバドコック先生のもとで、進化心理学の社会学的応用、について、研究してまいりました。まずは、時間にそくして、述べていきましょう。
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【人間行動進化学会】


6月に、LSEにいったら、むこうはちょうど学期末ですぐ、夏休みでした。なぜ、わざわざこんな時期いったかというと、人間行動進化学会という学会の大会がロンドンであったからです。
1980年代後半以降，欧米では人間の諸活動－行動や心理，さらには芸術や病理なども含む－を進化的な観点から，理論的・実証的に研究しようという動きが急速に発展しました．
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アメリカのHuman Behavior and Evolution Society (HBES)はそのような研究者たちの学際的な組織です．毎年、世界各国からの研究者が集まる研究発表大会が開かれ，機関誌である" Evolution and Human Behavior " はこの分野の研究をリードしています．人間行動生態学，進化心理学，進化的実験経済学，進化ゲーム理論研究，進化と倫理，言語の進化，進化医学，認識人類学等々の領域で研究を行う人々の領域横断的なつながりを目指す組織です．　
【2001 HBES conference】 
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上記のように本学会は基本的にアメリカの学会ですが、2001年度の人間行動進化学会（HBES）大会は、2001年6月23日より四日間ロンドンで開催されました。おなじくロンドン大学の、別カレッジ「ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン」でおこなわれました。ホストのバドコック先生に、「HBESで会えますね」とメールしたら、「期末試験の採点が忙しくていけない」とのことでした。そんなもんかな、と、おもいました。

この学会では、わたしくも、“Culture as an ethnoconcept-Why do people want to mention “culture”?-“（当事者概念としての「文化」－なぜひとは、「文化」を語りたくなってしまうのか－）という発表をさせていただきました。( 私のウェブページからもごらんいただけます)。
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【LSE（ロンドン・スクール・オブ・エコノミックス）での、進化論研究】

上記のように渡英するとすぐに、LSEは夏休みになってしまったのですが、それでも、数多くの収穫をLSEで得ることができました。

第一は、LSEの校長であるアンソニー・ギデンズと、ブリティッシュアカデミーの総裁であるランシマンとのダーウィニズムをめぐるディベートがLSEでおこなわれたことです。

わたしくとしては、現代イギリスを代表する二大社会学者がダーウィニズムついてディベートするというので、とても興味深く拝聴しました。ただし、このディベートにおいては、LSEの校長のギデンズは、社会科学へのダーウィニズムの導入については慎重派としての立場を表明していました。

さらに、LSEの夏休みの収穫としては、デネットの公開講義・セミナーに参加できたことです。デネットは、現代を代表する哲学者で、ダーウィニズムの視点をとることで、いままで哲学者にとって難問とされていたさまざまな問題が解決されると主張していることで有名です。現代進化論の文化系諸学への応用をもくろんでいるわたしにとってもねがってもない先生でした。

【ダーウィン＠LSE】

このデネットの公開セミナーもそうでしたが、LSEには、多くの公開セミナー・講演がありました。学期中などは、毎週約20ほどの公開イベントが企画されていて、わたしのような留学生はどれにでようかな、と目が回るほどでした。そのなかで、私のダーウィニズム研究にとって大きな収穫をもたらしれくれた研究会に「ダーウィン＠LSE」がありました。これは、自由参加の学内（学外）相互交流の進化論研究会です。ほぼ毎週、LSEにとどまらず、ロンドン内外の進化論研究者がLSEの哲学科のセミナー室にあつまって、最先端の研究成果を発表・討論しあいます。このセミナーを拝聴することで、現代進化論の研究水準を、はだでかんじることができました。ほんねをのべると、英語さえできれば、彼らに追いつき追い越すのは、かならずしも不可能ではないとかんじました。
【バドコック先生の授業】

いよいよ秋学期から、ホストのバドコック博士の授業がはじまりました。わたしは、博士の講義と大学院生むけのセミナーに出席させていただきました。

バドコック博士の授業は、大学教員の私にとっても、非常に参考になるものでした。

まず、講義は、すべて、パワーポイントによるプレゼンテーションによっておこなわれます。その際のスライドも、ほとんどすべてが、グラフィックと文字の両方によってできているものです。しかも、その内容は、博士がすでに何冊も執筆されたご本をふまえた非常に高度なものです。（というよりも、これほど、充実した授業を準備なさることが、そのまま著作活動になっているわけです）。

【大学院生によるセミナー】

私は大学院生のセミナーに参加させていただいたのですが、これもまたとても充実したものでした。

約20回分のセミナーにあらかじめテーマがきめられ、それぞれで論じるべき問題点が提示されています。さらに、各回に読むべき文献が指定され、参加者はそれをあらかじめよみこんでおくことが要求されます。毎週一人がプレゼンテイターとなって、論点を発表します。当然のごとく、大学院生たちは、パワーポイントでのプレゼンテーションをおこなっていました。

とくに、大学院のセミナーの第一回は、「社会学の危機」をめぐるもので、現代進化論（ダーウィニズム）の成果を無視してきたために、現代社会学は深刻な危機に面してしまったのではないか、という議論がなされました。

【ダーウィンの「ダウンハウス」訪問】


上記のように大学院のセミナーがはじまると、毎週毎週、指定された文献をよみ、セミナーに出席しては、ディスカッションし、、、、その合間をみては、公開セミナーなどを聴講し、、、という生活になります。講義・セミナーなどで学んだ内実については、後述する「現代進化論から、メディア社会学へ」「ダーウィニアン社会学の基本的視座」をご参照ください。

が、帰国近くになりますと少し余裕もでて、ロンドン内外を探索することもできました。ここでは、滞英の目的に深く関わるダーウィンのダウンハウスの訪問の件をすこしのべてみましょう。

ダーウィンが生前居住し、研究生活をおくっていたいわゆる「ダウンハウス」は、ロンドンの郊外にあります。イングリッシュ・ヘリテッジと自然誌博物館の二団体によって現在は管理されているようです。

ロンドンの市内から電車で一時間ほど、そこから、さらに一時間に一本しかないバスで、20分ほどいったところに、ダウンハウスはあります。現在は、一階が、ダーウィンの住んでいたときを再現したもの。ダーウィンの書斎、ダーウィンの生物標本コレクション、ダーウィンの愛読書、妻と遊んだバッックギャモン、召使いと遊んだビリヤードなどをみることができます。二階が簡単な展示・博物館になっています。とくに子供用に、手を使って、ダーウィン進化論のロジックを体験できるような「自然選択ゲーム」などが展示されています。

ここを管理している自然誌博物館では、ダーウィンセンターという名の建物を近日会館したようです。また、ダーウィンは、イギリスの「お札」にもなっています。ダーウィンは現代イギリス文化におけるひとりのヒーローとして扱われているようです。これがアメリカであれば、生物起源をめぐる宗教的対立もからんでくるのでしょうが、少なくとも現代イギリスでは、生物起源をめぐっての宗教的対立はアメリカほどは強くないようです。そうであるがゆえに、ダーウィンは、現代イギリス文化にとって、おおきな偉人として受容されているようです。

【現代進化論からメディア社会学へ】

ここで、時間的経過にそっての紹介から少しはなれて、私がLSEで勉強した「現代進化論」とはいかなるものか、そして、それが、私が専攻するメディア社会学にいかに接続していくのか少しのべてみましょう。

「現代進化論」という言葉で、ひとはいろいろイメージするでしょうが、私としては、「ハミルトン以後のダーウィニズム」を、だいたいさしているつもりです。現代進化論の起爆点として、ハミルトンによる「包括適応度と血縁淘汰の理論」による、利他行動の説明可能化（1964）を、あげることができるとおもいます。有名な、ドーキンス『利己的遺伝子』（1976）、も、論争を引き起こしたウィルソン『社会生物学』（1975）も、このハミルトンのアイデアの普及版・展開版、といえるとおもいます。

【「種」ないし「個体」準拠パラダイムから、「遺伝子準拠」パラダイムへ】

ハミルトンは「包括適応度」の概念を提唱し、働きバチや働きアリは、自分では卵を産まず、女王の産んだ卵の世話をするが、このような自分の適応度を高めるうえでは不利としか思われない「利他行動」は、ダーウィンの個体選択理論となじまない部分であり、長い間進化的説明が困難であった。ハミルトンは1964年に「包括適応度」という概念を考え出すことによって、ダーウィン以来のこの難問を100年ぶりに解決しました。自分の血縁者は、ある確率で自分のと同じ遺伝子を持っており、血縁者を助けたり育てたりすることによっても自分の遺伝子を持った子孫を増やすことを、博士は数学的に厳密に証明したのです。これにより、動物たちはそれぞれの個体が自分の包括適応度を高めるように行動している、というわれわれの今日の認識ができ上がったわけです。ハミルトンのこれらの一連の仕事に触発されて、行動学・生態学を中心とした生物科学に は大転換が起こりました。それは行動生態学、社会生物学という研究分野を生み出すとともに、その 影響は人類学、遺伝学、発生学、細胞生物学などに及んでいます。（京都賞のウェブを参考にさせていただきました）。

【トリヴァース『生物の社会進化』】

第二のブレイクスルーとして、トリヴァースの『生物の社会進化』（1985）をあげることができるとおもいます。血縁者間の葛藤、互恵的利他行動、親による子への投資、子の性比、死亡率の性差、性淘汰の理論、雌による配偶者選び、協力の進化、欺瞞、、、、など、現在の進化心理学の教科書にのっているトピックのほとんどを、すでに論述しています。

【コスミデス・トゥービーによる、「標準的社会科学モデル」批判】

社会科学においても進化的な視点が不可欠であるという主張を体系的かつ精力的におこなったのは、The Adapted Mind (Oxford, 1992)に収録されたトゥービーとコスミデスの論文“The Psychological Foundations of Culture”です。
このなかで、彼らは「標準社会科学モデルSSSM」を批判し、「統合因果モデルICM」という、進化心理学を基盤とし、自然科学と社会科学とをつなぐ試みを提唱しました。
進化心理学とは、進化生物学の適応主義のアプローチをとり認知 科学の手法を取り込んだ研究で、人間の肉体的形質だけでなく、心的なはたらきの多くも進化の産物であり、領域特異的、内容依存的な多数の適応的モジュール（つまり、一般的な能力を多数の特殊的なケースに応じて使い分けるのではなく、この課題にはこの能力、別の課題には別の能力というように、特殊化された能力の集まり）からなると見なします。こういったモジュールからなる
· （1）「人間本性」は文化の違いを越えて人間に普遍的であり、
· （2）これがなければ特殊な文化の成立や学習も不可能であるし、また
· （3）これを無視しては自然科学と整合的な社会科学も成り立たない、
というのが彼らの中心的主張です。（内井惣七先生のウェブを参考にさせていただきました）。

【ダンバーによる、「毛づくろい＝ゴシップ」仮説】

私がもっとも影響をうけたのが、ダンバーです。彼によると、ヒトのみならず、霊長類は、他のいかなる動物種と比べても比較して大きな脳を持っているといいます。そして、その相対的に大きな部分の大部分は新皮質であるといいます。
そして「霊長類が大きな脳をもつ必要がある理由は、彼らがきわめて複雑な社会システムに暮らしている事実と関係があるようだ」と仮説し、さまざまな霊長類の集団サイズとそれぞれの脳の新皮質サイズとの相関関係を調査しました。類人猿の新皮質の相対的サイズと、そのおのおのの集団サイズとは、かなりよい相関を示します。
さらに、ダンバーは、通常のサルたちは、グルーミング（毛繕い）などによって、社会関係の相互承認をおこなっているのですが、人間の集団サイズは約150人程度で、いちいち全員とグルーミングするのは困難となる、といいます。そこで発達してのが「言語」である、とダンバーは考えます。
「グルーミングが、集団を結びつけているのであれば、社会的活動に使うことのできるかぎられた時間の効率を高めるための方法は二つしかない。一つは、各個体が同時に数個体と、”グルーミング”できるようにすること、もうひとつは一回の相互作用の間により多くの情報を伝達できるようにすることである。
言語はまさにこのことを行っているように思われる。」（Dunbar1997：294）と述べます。
そして、この仮説のもとづいて、45の会話サンプルを採集し、会話全体の約65％が、社会関係に関する話題に費やされていることを確かめました。 

【「想像の共同体」の規模は、約150人、か】

以上のような社会脳仮説は、現代メディア論における最強パラダイムの一つである「想像の共同体」論パラダイムにも、あらたな光をなげかけてくれる、とおもいます。 

ヒトは、なぜ、（マス）メディアなどを介して、（たとえば）国民国家などといった想像の共同体に自らを準拠させてしまうのでしょうか。
社会脳仮説からの回答はいうまでない、でしょう。ヒトは、社会脳とでも呼ぶべき大脳新皮質をもっているからだ、となるでしょう。
社会脳仮説からすれば、ヒトが、（マス）メディアを介してであれ、「知り合い」と感じる人数は、ヒトが社会脳を進化的に獲得した時代とさほどかわらないはずです。現在の社会脳説からすると、それは「約150人」となるようです。 

社会脳仮説からすれば、ヒトは、進化的に自らの大脳新皮質が適応した社会（群れ）規模を、有史以来のさまざまなメディア段階でも、いきていくことがもっともありそうなことになるでしょう。
その結果、（マスであれなかれ）メディアを介しても、彼は「群れ」を生きていくことがありそうなことになるでしょう。
それが、「想像の共同体」として現象することがありそうなことになるでしょう。こうして、進化心理学の視点は、私の専門のメディア社会学に密接に接続していくとおもわれるのです。

【帰国後の公開セミナー】

というわけで、やっと、メディア社会学に、はなしが、つながったところで、過日、帰国後、鹿児島でおこなった、「公開セミナー」についてのべてみましょう。

ロンドン（とくにロンドンスクールオブエコノミックスLSE）での印象の最たる

ものの一つは、やはり、インターディシプリナリー・公開のセミナーが数多くひらかれていたことです。 そのなかでも、もちろん、進化論のセミナーも盛んでした。老舗は前述した「Darwin@ lse」で、他にも、 エヴォルーション・セミナー、デネット・公開セミナーなどが企画されていました。参加者は、心理学者、生物学者、哲学者、経済学者、ゲーム論者、社会学者、、、、などまさに多士済々、で、ロンドンの知的厚みを感じました。 発表内容は、すでに執筆・投稿・発表した論文の「使い回し」が、ほとんどでした。が、異分野の研究者がしつこく恒常的にディスカッションをつづけていく効果は、多大なものがあるとおもいました。とくに、現代進化論においては、その意義はおおきいでしょう。これに刺激されて、鹿児島でも、進化論のセミナー（研究会）を、企画いたしたいとおもいました。


というわけで、県民のみなさんへの還元も兼ねて、

「現代イギリスにおける進化論と社会科学
ーロンドン・スクール・オブ・エコノミックス、と、人間進化行動学会を中心にー」

という研究発表を、5月18日に鹿児島大学構内でおこないました。掲示は、南日本新聞社さんのご協力で新聞紙面でもご紹介いただけました。（育英財団さんにも、何枚か、ポスターをおくらせていただきました）。

ご参加くださったのは、学外の方をふくめて、約25名ほどでした。イギリス留学での体験の概略をご紹介させていただき、現代進化論ついての私なりの見通しをおはなししました。とくに鹿児島大学の教員の先生がたが私以外に4人も討論者としてご出席くださり、現代進化論の人文科学への応用の可能性についてするどいご指摘をいただくことができました。研究会後、簡単な茶話会へとうつり、県民のかたがたと進化論と社会学についての関連をおはなしいたしました。この研究会は、これをきっかけに、今後も公開セミナーとして継続していく予定です。

【おわりに。研究成果・採録】

以上が、ロンドン留学ならびに、帰国後の経過の概略です。くりかえしますが、本当に多くのものを今回の滞英では得ることができました。今後、私の研究成果として結実させ、みなさまにお返ししていきたいと思います。県民のみなさま、財団のみなさま、ほんとうにありがとうございました。

このようなすばらしい制度が、今後もますます充実して、鹿児島県の文化の向上に貢献していくことを強くねがっております。

桜井芳生のウェブページへもどる→http://member.nifty.ne.jp/ysakurai/
LSE玄関
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Culture as an ethnoconcept�-Why do people want to mention “culture”?-


Yoshio SAKURAI 


Kagoshima University(Japan) 
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Who Needs Darwin? 


The relevance of evolutionary theory to the social sciences�Wednesday 20 June, 6pm�Old Theatre, Old Building, LSE In the social sciences, from anthropology to political science, evolutionary psychology is being widely touted by neo-Darwinists as the only game in town. But others beg to differ. In a public event to mark the 10th anniversary of the Centre for Philosophy of Natural and Social Sciences, Professor Garry Runciman, president elect of the British Academy, and Professor Anthony Giddens, Director of LSE, debate the relevance of Darwinism in the social sciences. LSE's Nick Humphrey will act as chair.  














バドコック博士の著書『進化心理学・批判的イントロダクション』





ギデンズvsランシマン、の、ダーウィニズムをめぐるディベート。（LSEのウェブページより）。














� HYPERLINK "http://member.nifty.ne.jp/ysakurai/ethnoconcept.htm" ��人間進化行動学会での拙発表�
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